
特別寄稿

エーザイとパイオニア精神
エルメッドエーザイ１５周年によせて

川 嶌 眞 人

は
じ
め
に

私
が
エ
ー
ザ
イ
と
い
う
会
社
に
最
初
に
関
心
を
持
っ

た
の
は
、
１
９
７
２
〜
１
９
８
１
年
の
期
間
勤
務
し
て

い
た
九
州
労
災
病
院
で
骨
髄
炎
に
関
す
る
研
究
を
し
て

い
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
種
の
抗
菌
剤
が
仮
骨

新
生
を
阻
害
し
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
を
投
与
す
る
と
阻
害
作

用
が
打
ち
消
さ
れ
る
と
い
う
加
藤１）
の
論
文
を
読
ん
で
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
に
骨
生
成
作
用
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
早
速
、
北
野
元
生
病
理

部
長
（
現
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
）
と
ラ
ッ
ト
を
使
用

し
て
実
験
的
に
骨
折
を
作
製
し
、
①
抗
菌
剤
投
与
群
、

②
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
投
与
群
、
③
対
照
群
に
分
け
て
仮
骨
の

長
さ
、
厚
さ
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
�
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ

投
与
群
に
や
や
骨
化
が
速
や
か
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

こ
の
実
験
結
果
を
１
９
７
３
年
西
日
本
整
形
災
害
外
科

学
会
で
報
告
し
、
学
会
誌２）
に
も
掲
載
し
た
が
、
周
囲
の

反
応
は
真
に
冷
や
や
か
で
「
止
血
剤
で
骨
が
で
き
る
な

ん
て
あ
り
得
な
い
」
と
言
わ
れ
、
非
常
に
落
胆
し
て
し

ま
っ
た
。
た
だ
一
人
当
時
の
九
州
労
災
病
院
院
長
で
あ
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っ
た
天
児
民
和
九
州
大
学
名
誉
教
授
が
「
パ
イ
オ
ニ
ア

的
な
研
究
と
は
、
そ
う
い
う
も
の
だ
。
あ
ま
り
落
胆
せ

ず
に
ひ
と
ま
ず
詳
細
を
商
業
誌
に
投
稿
し
た
ら
ど
う

か
」
と
励
ま
し
て
下
さ
り
「
臨
床
と
研
究３）
」
に
掲
載
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
海
の
も
の
と
も
山
の
も
の

と
も
わ
か
ら
ぬ
研
究
に
動
物
と
薬
剤
を
提
供
し
て
、
実

験
の
手
伝
い
ま
で
し
て
下
さ
っ
た
エ
ー
ザ
イ
の
溝
端
省

吾
氏
を
は
じ
め
、
社
員
の
方
々
に
は
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。
そ
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
が
現
在
、
薬
剤
名「
グ

ラ
ケ
ー�
」
と
し
て
骨
粗
鬆
症
の
代
表
的
な
治
療
薬
に
な

ろ
う
と
は
当
時
だ
れ
も
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
天

児
先
生
の
眼
力
に
は
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
恐
れ
入
る
。

減
圧
性
骨
壊
死

当
時
天
児
民
和
院
長
の
ご
指
導
で
「
減
圧
症
と
骨
壊

死
と
高
気
圧
医
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
有

明
海
の
大
浦
漁
協
で
潜
水
士
の
骨
壊
死
調
査
の
た
め
の

集
団
健
診
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
労
働
省
か
ら
研
究
費

を
い
た
だ
い
て
、
ラ
ッ
ト
、
犬
、
猿
を
使
用
し
て
実
験

的
減
圧
症
と
骨
壊
死
を
作
製
す
る
た
め
に
、
林
皓
高
気

圧
医
療
研
究
部
長
（
当
時
）、
鳥
巣
岳
彦
整
形
外
科
部

長
（
現
大
分
大
学
名
誉
教
授
）、
北
野
元
生
病
理
部
長

（
現
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
）、
加
茂
洋
志
医
師
（
前

九
州
労
災
病
院
副
院
長
）
と
共
同
研
究
を
始
め
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
毎
年
の
よ
う
に
、
国
際
潜
水
・
高
気

圧
環
境
医
学
会
、
国
際
高
気
圧
酸
素
治
療
学
会
、
日
米

天
然
資
源
開
発
会
議
・
潜
水
技
術
専
門
部
会
合
同
会
議

に
も
発
表
さ
れ
、
次
第
に
内
外
で
も
認
め
ら
れ
る
研
究

と
な
っ
て
い
っ
た
。

１
９
７
４
年
、
私
た
ち
の
共
同
研
究
に
対
し
て
医
学

書
院
優
秀
論
文
賞
が
授
与
さ
れ
、
１
９
７
５
年
、
減
圧

性
骨
壊
死
（
潜
水
士
、
潜
函
工
の
骨
壊
死
）
が
日
本
で

初
め
て
職
業
病
と
し
て
労
災
認
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
に
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
私
た
ち
は
、
減
圧
症

の
病
因
解
明
の
た
め
の
病
理
学
的
研
究
と
実
験
医
学
的

研
究
を
さ
ら
に
進
め
て
い
っ
た
。
当
時
潜
水
士
の
職
場

環
境
は
極
め
て
厳
し
く
、
重
症
の
減
圧
症
が
次
々
に
来

院
し
、
４
名
は
緊
急
再
圧
治
療
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死
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亡
し
た
。
私
た
ち
は
彼
ら
の
死
を
無
駄
に
し
た
く
な
い

と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
４
名
を
病
理
解
剖
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
従
来
、
減
圧
症
は
窒
素
ガ
ス
に
よ
る
空
気

塞
栓
と
い
う
説
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
私
た
ち
が
見

た
の
は
脊
髄
の
静
脈
血
栓
や
肺
の
脂
肪
塞
栓
、
大
腿
骨

頭
の
静
脈
洞
の
血
栓
形
成
が
主
体
で
あ
っ
た
。
１
９
７

７
年
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
た
国
際
潜
水
・

高
気
圧
環
境
医
学
会
で
、
こ
れ
ら
の
所
見
を
発
表
し
た

と
こ
ろ
、
な
ん
と
オ
ン
タ
リ
オ
大
学
の
フ
ィ
リ
プ
教
授

も
ラ
ッ
ト
の
実
験
的
減
圧
症
に
お
い
て
、
電
子
顕
微
鏡

レ
ベ
ル
で
気
泡
周
囲
に
血
小
板
凝
集
が
確
認
で
き
た
と

発
表
し
、
お
互
い
に
喜
び
あ
っ
て
握
手
し
て
研
究
成
果

を
交
換
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
血
小
板
膜
を
安
定
さ
せ
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｅ
を
投
与
す
れ
ば
、
減
圧
症
に
よ
る
血
小
板
血
栓
に
伴

う
脊
髄
障
害
や
減
圧
性
骨
壊
死
を
予
防
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、
帰
国
し
て
か
ら
早
速
エ
ー
ザ
イ
か
ら

実
験
用
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
欠
乏
食
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
食
、

添
加
食
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
。
す
で
に
黒
川４）
の
ビ
タ

�減圧性骨壊死、左股関節レントゲン像
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ミ
ン
Ｅ
は
血
小
板
凝
集
を
抑
制
す
る
と
い
う
報
告
が
あ

っ
た
た
め
、
ま
ず
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
食
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
１８

�
／
�
で
飼
育
し
た
ラ
ッ
ト
を
高
気
圧
治
療
装
置
・

海
底
５０
�
の
圧
力
下
２
時
間
滞
在
さ
せ
、
１５
分
で
減
圧

し
た
と
こ
ろ
、
血
小
板
数
は
５６
・
２８
万
／
�
平
均
か
ら

４５
・
６２
万
／
�
平
均
へ
と
有
意
に
８１
・
３
％
に
減
少
し

生
存
率
は
２５
・
０
％
で
あ
っ
た
。
次
い
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ

欠
乏
食
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
３
�
／
�
）
の
ラ
ッ
ト
を
同
様

に
減
圧
し
た
と
こ
ろ
、

血
小
板
数
は
６４
・
８４
万

／
�
平
均
か
ら
５６
・
６６

万
／
�
平
均
と
有
意
に

８７
・
４
％
に
減
少
し
、

生
存
率
は
１６
・
７
％
と

極
め
て
低
か
っ
た
。
さ

ら
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
添
加

食
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
１
８

０
�
／
�
）
の
ラ
ッ
ト

を
同
様
に
減
圧
し
た
と

こ
ろ
、
血
小
板
数
は
４８

・
２６
万
／
�
平
均
か
ら

５０
・
９４
万
／
�
平
均
と

実
験
前
と
有
意
の
差
が

�剖検例に見られた硬膜外静脈の血栓（北野、川嶌）

�剖検潜水士の大腿骨頭に見られる拡張した静脈洞内
の気泡と周囲の血小板凝集（北野、川嶌）
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な
く
、
生
存
率
も
５０
・
０
％
と
最
も

高
く
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
血
小
板
凝
集

に
伴
う
血
小
板
減
少
を
抑
制
し
、
減

圧
症
や
そ
れ
に
伴
う
脊
髄
障
害
、
骨

壊
死
の
予
防
に
有
効
で
あ
る
可
能
性

を
示
し
た
実
験
結
果
で
あ
る５）
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
１
９
７
９
年
マ

イ
ア
ミ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
潜
水
・

高
気
圧
環
境
医
学
会
で
発
表
し
た
と

こ
ろ
、
デ
ュ
ー
ク
大
学
の
ピ
ー
タ
ー

・
ベ
ネ
ッ
ト
教
授
（
現
国
際
潜
水
・

高
気
圧
環
境
医
学
会
理
事
長
）
が
大

変
興
味
を
示
し
、
当
時
進
め
て
い
た

人
類
初
の
７
４
０
�
混
合
空
気
活
用

飽
和
潜
水
に
応
用
し
た
い
と
申
し
出

て
来
ら
れ
た
の
に
は
驚
い
た
。

１
９
８
０
年
対
馬
沖
、
水
深
９４
�

の
海
底
に
沈
ん
だ
帝
政
ロ
シ
ア
が
誇

っ
た
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
巡
洋
艦
ナ

Survival rate after decompression （Experiment�）
Total

１２（１００．０％）

１２（１００．０％）

１２（１００．０％）

Death

１０（８３．３％）

９（７５．０％）

６（５０．０％）

Survival

２（１６．７％）

３（２５．０％）

６（５０．０％）

Group

A
（E-Deficient）

B
（Control）

C
（E-Sufficient）

Effects of decompression on platelets in rats （Experiment�）
Count after

decompression
（×１０４／mm３）

５６．６６±５．０３

４５．６２±１３．８４

５０．９４±７．７８

Count before
compression
（×１０４／mm３）

６４．８４±３．７０

５６．２８±３．１２

４８．２６±７．２３

Group

A
（E-Deficient）

B
（Control）

C
（E-Sufficient）

�実験的減圧症におけるビタミン Eによるラット生存率の改善

�実験的減圧症におけるビタミン E添加食と血小板の変化
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ヒ
モ
フ
の
財
宝
引
き
上
げ
作
業
は
、
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
、

窒
素
ガ
ス
と
酸
素
の
混
合
ガ
ス
を
活
用
し
た
わ
が
国
で

は
最
も
早
い
時
期
の
外
洋
に
お
け
る
商
業
的
飽
和
潜
水

で
あ
っ
た
。
私
は
ダ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理
を
任
せ
ら
れ
、

土
曜
日
、
日
曜
日
毎
に
対
馬
に
出
向
き
、
テ
ン
オ
ー
と

い
う
船
に
乗
り
込
ん
で
健
康
管
理
を
担
当
し
た
。
全
世

界
か
ら
集
め
ら
れ
た
深
海
潜
水
士
た
ち
の
悩
み
は
、
加

圧
時
の
血
流
変
動
に
伴
う
関
節
痛
で
あ
っ
た
が
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｅ
を
一
人
に
投
与
し
た
と
こ
ろ
消
失
し
た
と
い
う

こ
と
で
、
全
員
が
潜
水
中
に
内
服
す
る
よ
う
に
な
り
、

減
圧
症
の
発
生
も
な
く
無
事
終
了
し
た６）
。

そ
の
後
、
減
圧
症
患
者
に
再
発
治
療
と
併
用
し
て
ヘ

パ
リ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
を
投
与
し
て
お
り
、
当
時
（
１

９
７
１
〜
１
９
８
１
年
）
５６
・
４
％
を
超
え
て
い
た
骨

壊
死
の
発
生
率
も
当
院
の
田
村
ら
の
調
査
（
１
９
８
１

〜
２
０
０
５
年
）
で
は
１１
・
６
％
と
減
少
し
て
い
る７）
。

よ
う
や
く
私
た
ち
の
研
究
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
１
９
９
９
年
に
は
大
分
合
同
新
聞
文
化
賞
、
２
０

０
２
年
に
は
国
際
潜
水
・
高
気
圧
環
境
医
学
会
で
名
誉

あ
る
シ
リ
ン
グ
賞
を
、
２
０
０
８
年
に
日
本
臨
床
整
形

外
科
学
会
か
ら
学
術
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ひ
と

え
に
エ
ー
ザ
イ
の
方
々
に
よ
る
基
礎
研
究
に
対
す
る
援

助
と
多
く
の
共
同
研
究
者
、
当
院
の
職
員
、
患
者
さ
ん

の
お
か
げ
と
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

そ
の
後
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
薬
物
と
し
て
の
み
な
ら
ず
生

活
習
慣
病
に
伴
う
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
、
動
脈
硬
化
の

予
防
と
し
て
健
康
食
品
に
も
広
く
普
及
し
て
い
る
現
状

を
み
る
と
、
私
た
ち
の
研
究
も
決
し
て
無
駄
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

私
た
ち
の
研
究
は
、
日
米
政
府
間
の
専
門
家
会
議
で

あ
る
日
米
天
然
資
源
開
発
会
議
、
潜
水
技
術
専
門
部
会

の
テ
ー
マ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大

学
の
レ
ー
ナ
ー
博
士
と
は
、
延
べ
５
０
０
頭
の
羊
を
使

用
し
た
実
験
的
骨
壊
死
の
共
同
研
究
が
、
１５
年
以
上
に

も
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
。
有
明
海
で
東
京
医
科
歯
科

大
学
の
眞
野
喜
洋
名
誉
教
授
（
現
日
本
高
気
圧
環
境
・

潜
水
医
学
会
理
事
長
）
と
行
っ
た
調
査
で
得
た
潜
水
ダ

イ
バ
ー
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
パ
タ
ー
ン
を
羊
に
応
用
し
た
と
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こ
ろ
、
ほ
ぼ
９０
％
の
確
率
で
骨
壊
死
が
発
生
し
て
い
る
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
で
実
験
的
に
確
実
に
予
防
で
き
れ
ば
と
期

待
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
エ
ー
ザ
イ
�
の
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
は
、

海
の
も
の
と
も
山
の
も
の
と
も
わ
か
ら
ぬ
研
究
を
助
成

し
、
ま
た
自
ら
も
新
薬
を
開
発
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
現

わ
れ
て
い
る
。

貼
布
薬
の
研
究
開
発

１
９
９
９
年
よ
り
エ
ル
メ
ッ
ド
エ
ー
ザ
イ
�
が
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
製
品
も
発
売
す
る
よ
う
に
な
り
、

当
院
で
は
そ
の
信
頼
性
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
製
品
を
採
用

し
て
い
る
。
と
く
に
、
経
皮
吸
収
型
鎮
痛
消
炎
剤
フ
ェ

ル
ビ
ナ
ク
テ
ー
プ
７０
�
「
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
」
を
最
も
よ
く
使

用
し
て
い
る
。
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
消
炎
鎮
痛
剤
は
、
最

近
様
々
な
新
薬
が
開
発
さ
れ
て
き
た
が
、
運
動
器
の
慢

性
疼
痛
疾
患
の
患
者
が
多
い
整
形
外
科
で
は
、
そ
の
長

期
使
用
に
伴
う
副
作
用
に
最
も
注
意
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
点
で
優
れ
た
治
療
効
果
と
副
作
用
が
少
な
い
貼
布

薬
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
患
者
の
満
足
度
と
安
全
性
が
大

い
に
高
ま
る
も
の
と
考
え
る
。
当
院
で
は
２
０
０
１
年

３
月
か
ら
３
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
フ
ェ
ル
ビ
ナ
ク
テ
ー

プ
７０
�
「
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
」
を
投
与
し
た
３
１
２
例
に
対
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。「
貼
り
や
す
か
っ
た
」

が
８１
％
、「
粘
着
力
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
」
が
８８
％
、「
貼

り
心
地
は
よ
か
っ
た
」
が
６３
％
、「
伸
縮
性
は
ち
ょ
う

ど
よ
い
」
が
９２
％
と
満
足
し
て
い
る
回
答
が
得
ら
れ
た

が
、
中
に
は
「
剥
が
す
と
き
に
痛
か
っ
た
」
と
い
う
回

答
も
や
や
見
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
点
の
工
夫
を
も
っ
と

研
究
し
て
欲
し
い８）
。

パ
イ
オ
ニ
ア
精
神

１
８
０
４
年
世
界
で
最
初
に
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
を
主
成
分

と
す
る
麻
酔
薬
（
麻
沸
散
）
を
開
発
し
て
、
全
身
麻
酔

を
行
い
、
乳
癌
の
手
術
を
行
っ
た
華
岡
青
洲
は
「
内
外

合
一
活
物
窮
理
」
と
唱
え
て
医
師
教
育
を
行
っ
た
わ
が

国
を
代
表
す
る
パ
イ
オ
ニ
ア
医
師
の
一
人
で
あ
る
。
内

科
も
外
科
も
兼
ね
備
え
、
総
合
的
、
習
学
的
、
学
際
的
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で
あ
れ
と
言
っ
た
と
一
般
的
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
青

洲
の
研
究
で
は
群
を
抜
い
た
医
学
史
研
究
者
・
松
木
明

知
弘
前
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
と
、「
内
」
と
は
漢
方

医
学
、「
外
」
と
は
蘭
医
学
、
さ
ら
に
身
体
の
外
表
面

の
み
を
視
て
診
断
し
て
は
な
ら
ず
、
身
体
内
部
の
機
能

を
十
分
に
考
慮
に
入
れ
て
、
診
断
、
治
療
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
説
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。「
活
物
」

と
は
患
者
を
活
か
す
こ
と
で
あ
り
、「
活
か
す
」
と
は

死
者
や
死
に
か
け
た
患
者
を
蘇
生
す
る
と
い
う
狭
義
的

意
味
だ
け
で
な
く
、
患
者
が
本
来
持
っ
て
い
る
生
理
機

能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
、
最
終
的
に
患
者
を
苦
し
み
や

病
気
か
ら
救
い
、
社
会
復
帰
さ
せ
る
こ
と
ま
で
も
意
味

し
た
と
松
木
名
誉
教
授
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
窮
理
」

と
は
医
療
の
原
則
、
医
の
原
則
を
究
め
る
と
い
う
意
味

で
、
ま
と
め
る
と
ひ
た
す
ら
病
人
を
治
療
し
て
助
け
る

こ
と
が
、
医
療
の
原
則
、
医
の
原
則
に
連
な
る
こ
と
で

あ
り
、「
活
物
」
の
最
終
目
的
で
あ
る
と
説
い
て
い
る９）
。

青
洲
は
１
８
０
２
年
紀
州
藩
主
・
徳
川
治
宝
か
ら
和

歌
山
に
移
住
し
て
侍
医
を
務
め
る
よ
う
に
請
わ
れ
た
と

き
に
、「
庶
民
の
病
を
治
す
こ
と
が
使
命
と
心
得
る
」

と
述
べ
、
紀
ノ
川
の
北
岸
、
名
手
庄
の
山
中
か
ら
生
涯

出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
と
い
う
大
災
害
を
経
験
し
た
私
た
ち

も
、
今
こ
そ
不
撓
不
屈
の
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
を
持
続
し
、

前
人
未
到
の
荒
波
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
行
く
と
き
が
き

た
と
思
っ
て
い
る
。（

川
嶌
整
形
外
科
病
院

理
事
長
）
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献
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加
藤：

日
整
会
誌
、
３５
、
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（
１
９
６
１
）

２）
川
嶌
眞
人
ら：

骨
折
治
癒
機
転
に
対
す
る
抗
生
物
質
の
影
響

に
つ
い
て
、
整
形
外
科
と
災
害
外
科
、
２４
（
１
９
７
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）

３）
川
嶌
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ら：

抗
生
物
質
と
ビ
タ
ミ
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の
仮
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と
研
究
、
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（
１
９
７
５
）
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黒
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ビ
タ
ミ
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、
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、
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９
７
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５）
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、
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７
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６）
川
嶌
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上
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を
健
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し
て
、

ろ
う
さ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
１
９
８
１
）

７）
田
村
裕
昭
ら：

九
州
に
お
け
る
潜
水
漁
民
の
減
圧
症
と
骨
壊

死
、
日
本
高
気
圧
環
境
・
潜
水
医
学
会
雑
誌
、
４２
、
１
１
５

〜
１
２
０
（
２
０
０
７
）
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８）
古
田
聖
二
ほ
か：

経
皮
吸
収
型
鎮
痛
消
炎
貼
布
剤
の
使
用
感
、

整
形
外
科
、
５２
、
１
３
４
３
〜
１
３
４
８
（
２
０
０
１
）

９）
松
木
明
知：

華
岡
青
洲
と
麻
沸
散
、
真
興
交
易
株
式
会
社
医

書
出
版
部
、
東
京
都
、
２
０
０
６
年
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